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2014年度 芸術学部デザイン工芸学科 卒業

石井 智弥
「OLOGY」（立体造形）（H1650×W1100×D186mm）
2014年度　卒業制作
芸術資料館買上作品

いしい　　 ともや

市大を志望する皆さんへ　～在学生からのメッセージ～

幅広くチャレンジできる国際学部で見つけよう

在学生から受験生の皆さんへ、自らの体験や心構えなどを交えた熱いメッセージが届きました。がんばれ、受験生 ! 

　「国際学部」というと、どのようなことを思い浮かべますか？一般的には、
英語ばかり学んでいると思う人が多いかもしれません。しかし、広島市立大
学の国際学部で学べるのは、英語だけではないのです。国際政治、経済、
公共政策、多文化共生など、幅広く学ぶことができます。また、世界平和の
実現に向けた取り組みや海外ボランティアなどの国際的な活動から、一見
「国際」というキーワードとは関係ないような町おこしや商品開発まで、いろ
んなことにチャレンジできる環境があります。もちろん、英語や第二外国語も
しっかり学ぶことができ、留学制度も充実しています。つまり、「ヤル気次
第」で何でもすることができるのです。
   今、皆さんは大学を選ぶ上で、自分の将来のことを考えているのではない
でしょうか。しかし、考えても自分が将来何をしたいか分からず、悩んでいる方
も多いと思います。私もその一人でした。そのような方に、国際学部はオス
スメです。最初に書いた通り、幅広くさまざまな学習や活動ができるので、そ
の中で自分の好きなこと、やりたいことを見つけることができます。今はまだ
何がしたいのか見つかっていなくても、安心してください。ぜひこの国際学
部で見つけていきましょう。応援しています。

　私は、３年生後期に本学のプログラムを利用し、広島東洋カープドミニカ
共和国野球アカデミーにて、半年間のインターンシップを行いました。現地
では、従業員や選手と共に生活を送りながら、従業員へのスペイン語の識
字教育、大学を対象とした学歴に関する調査等、さまざまな経験をさせてい
ただきました。現地の習慣や文化等を通し、本学で学んできたことを、また新
たな視点から認識できるようになったと思います。
　市大には、各々の興味関心、その変化に対応できる柔軟なカリキュラム
や、さまざまな機会が用意されています。自分次第で、いかようにでも進めて
いくことが可能です。私自身、この経験がひとつの糧となり、さらなる挑戦を
続けています。ここでの出会いとは、学問そのものや教授、先輩や仲間であ
り、それは学内にとどまりません。学生自身が選び、学び、深めていける、多角
的な視点を有したカリキュラムで、最高の大学生活を送ることができます。

国際学部国際学科１年　久保 春香
くぼ　　　  はるか

情報科学部１年　村田 崇之
むらた　　たかゆき時間は有限でも質は自分次第で高められる

　私の通っていた広島国泰寺高校は部活に熱心であり、サッカー部を引
退し勉強だけに集中し始めたのは３年生の10月からでした。
　受験勉強は自分自身との戦いでした。とにかく時間がなかった私は第一
に勉強の質を大切にしました。短時間でも長時間でも勉強をする時はやり
終えるまで集中し続けるということです。勉強時間にとらわれている受験生
は多いはずです。しかし、「学力」=「勉強の質」×「勉強時間」であり、この２
項目のどちらをも高める必要があると考えます。時間は有限ですが、勉強の
質は自分次第でいくらでも高めることができるのです。
　「努力は必ず報われるとは限らん。でも努力なしでは何も始まらん！」これ
は私の高校時代の先生の言葉です。「努力なしで成功する者はいない、成
功した者は皆努力している」と逆算する考えに、がぜん私のやる気が増しま
した。
　私が広島市立大学で所属しているFC海人というサッカーサークルは、
高校時代に劣らないくらいサッカーにも遊びにも熱く、本当に楽しいもので
す。大学で楽しむ将来の自分のために頑張ってください。

思い悩むということは向上心がある証拠
　実技対策で私がお薦めしたいことは、一度だけでよいので実技試験の
制限時間にとらわれず、自分が納得できるまで描き続けてみることです。そう
することによって自分自身の本当の力を確認することができます。必ず、今
後の実技対策に生きてくることと思います。
　そして、何か思い悩むことがあれば、それは向上心がある証拠です。私は
作品を制作する上で、向上心を持ち続けるように心がけています。常に高
みに向かって努力し続けることは、必然的に人を成長させるからです。見切
りをつけたり、あきらめたりしないでください。継続は力になります。画力に限
界はありません。描けば描くほど上達するはずです。
　また、技術に加えて、「心のある作品を創ること」も大切だと思っていま
す。普段の生活で思っていることが顔に出るというように、絵筆での表現に
も自然と思っていることが現れるはずです。心の込もった作品は、きっと他
人を感動させることができると思います。
　皆さんも、向上心を持ち、自分にしか表現できない作品スタイルを築いて
ください。私も自分を磨きながら、制作に励んでいきます。

芸術学部美術学科１年　岡本 実佳枝
おかもと　　　みかえ

市大生活の魅力に迫る　～教えて! 市大生の生活～

ドミニカの風に吹かれて

市大で学ぶ学生は約2,000人。同じ数だけキャンパスライフの過ごし方があります。学び、課外活動など、充実した学生生活を送る市大生の姿を紹介します。

国際学部国際学科４年　大塚 和美
おおつか　  かずみ

情報科学部知能工学科３年　石黒 健司
いしぐろ　　 けんじ

芸術学部デザイン工芸学科４年　梅田 綾香
うめだ　　　あやか

従業員へ識字教育をする大塚さん現地の大学でのインタビュー調査にて

　私は１年生からTable Game研究会に所属し、昨年から部長を務めてい
ます。テーブルゲームとは、囲碁や将棋、モノポリーやウノなどのカードゲーム
を指し、私たちの研究会では、麻雀、カタン、マジック：ザ・ギャザリングなどを
主な対象競技とし、各種大会に参加しています。
　これらの競技の醍醐味は、TVゲームと違って常に対戦相手が目の前に
いて、相手の表情や仕草、発言から心理を読み取ってゲームを進めていくと
ころにあります。
　私はテーブルゲームを通して、生活のさまざまな場面で冷静かつ戦略的
に最適な選択肢を選ぶ思考ができるようになったと自負しています。また、
リーダーシップを発揮して32名の部員をまとめると同時に、他大学との交流
試合における連絡や調整を通じて人脈を広げ、広い視野を得ることもでき
ました。
　市大には、多種多様な部活動、サークル活動があります。私の場合
は、Table Game研究会で楽しく学びながら充実した学生生活を送って
います。

風変わりなサークルで

サークルの仲間とサークル活動に真剣に取り組む石黒さん

　芸術学部デザイン工芸学科では、２年生の時に各専門分野に分かれま
す。現在私は染織造形を専攻していますが、最初は、初めての技法や課題
でうまくできませんでした。しかし、とても新鮮で、もう一回やればできるかもし
れないという思いから、染織造形にどんどんのめりこんでいきました。そして
今では、日々、「ろう染め」などの染めの技法を用いて、創作活動をしていま
す。課題を通して技法を学んだだけでやり方を知った程度なので、試行錯
誤を重ねてこれからも精進していきたいと思います。
　また、芸術学部は分野ごとに特色が違い、さらにサークルに所属してい
る人や個人で活動をする人など、人それぞれ夢中になって取り組んでいる
ことがあるので、刺激にもなり面白いです。自分が専攻する分野だけでな
く、講義で他の分野を学べたり、語学研修へ行けたりと、さまざまなことを経
験でき今につながっています。このように、市大の魅力は、夢中になれるこ
とに取り組める環境や機会があることです。興味のそそられるものに触れる
機会はたくさんあるので、時間が足りないくらい熱中できるものを見つけら
れると思います。

熱中していくこと

現在制作中の作品色を作って試し書きをする梅田さん

広島市立大学 広報誌　「west breeze」
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研究を紹介するポスターの前で（原田さん）

国際会議会場で先生たちと

インタビューに答える河岡さん（左）と原田さん（右）

研究について説明する河岡さん

トレーニングルームにて（後列右から2番目が森田さん）

学生リポート活躍する市大人

古い空き家を実際に再生する体験型合宿
「尾道空き家再生！ 夏合宿 Summer School 2015」のチラシ

講義をするNPO法人尾道空き家再生プロジェクト代表理事の豊田雅子さん

写真でみる市大ライフ
情報と医用とを融合した
ユニークな学科の魅力

　2015年７月２日（木）、「NPO論」（国際学部・金谷信子教授担
当講義）における活動事例報告の一環として、NPO法人尾道空き
家再生プロジェクト代表理事の豊田雅子さんを講師としてお迎え
し、尾道における空き家問題についての授業が行われた。尾道出
身の豊田さんは、かつて港町として繁栄した尾道の面影が、地域
住民の流出による荒れた空き家の増加や再開発によって失われ
ていく現状を目のあたりにしたことで、「面影を守るためにできること
は何か」と考え、「自分たちが尾道にたくさん点在する空き家を活用
していけばよいのではないか」と活動を始めた。
　坂が多く車が通れない道が多い土地柄や高齢化のため、尾道
では多くの空き家が解体されることなく放置されており、倒壊などの
危険が指摘されていた。豊田さんの団体は空き家問題に関して行
政では手が回らない部分を補う活動を行っている。ボランティアや
地域の人と協力して空き家を修復し、尾道に移住したいと希望して
いる人に情報提供し、移住者のサポートを行うなど活動は多岐にわ
たる。「再開発とは違い、自分たちの手によって街が変わっていくこ
とを実感できることが幸せだし、この活動をしていることでたくさんの
人とネットワークが築けることがう
れしい」と力強く語る豊田さんの
発言が印象的であった。
　現在空き家の増加が全国的に
社会問題となっているが、ただ
「空き家＝負の遺産」ととらえるの
ではなく、「どのように空き家が活
用できるか」と考える発想の柔軟
性が、この問題を解決するヒント
になるとこの講義を通じて感じた。

在学生、卒業生を問わず、国内外の数多くの分野で活躍する「市大人」を紹介します。

この記事は、「中国新聞キャンパスリポーター」または「広島市
立大学学生広報サポーター」に登録している市大生自らが取
材をして記事を作成しています。

本学では「画像投稿サイト」（学内限定）を開設しています。こ
のサイトに投稿された作品の中から、募集テーマごとに最優秀
賞および優秀賞を決定しています。
ここでは、これまでに受賞した作品の中から、本誌初掲載とな
る作品を紹介します。「市大ライフ」の雰囲気を感じてみてくだ
さい。
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〈番号／タイトル／撮影者コメント〉
①駆／市大のグラウンドでの1枚。陸上部のトレーニング風景。
②２つのビッグアーチ／着任直後の窓からの景色です。見晴
らしのいい景色は本学の財産ですね。
③ゆうぐれ／秋の夕暮れ時。
④Lighter／この時期はもう６時には真っ暗になっていますが、
どうにか一眼で撮影できました。夜の講義棟が５限を終えた
生徒たちを今から吐き出そうとしています。明日も私はこの中
の一人でしょう。

⑤理系の青春／学会終了後に開催地鳥取の砂丘で1枚。
⑥秋の終わりの情報科学部棟／12月でしたが、中庭にまだ秋
が残っていました。
⑦melancholy／秋晴れの市大の中庭。無機質な講義棟や
単調に並ぶ支柱とは対照的に、堂 と々光り輝く銀杏の木が
見るものに哀愁を感じさせる。

⑧市大の冬／雪の降る日に情報科学部棟から撮りました。

本学では、２年生以上の学生を対象に、海外の大学または研修
機関での語学研修に対して、旅費や研修費用等を補助する海外
語学研修補助事業を実施しています。毎年、学内公募で選考され
た学生が、夏季休業期間中または学年末休業期間中の１カ月程
度、この制度を利用してさまざまな国へ留学しています。広島市立大学では、情報・自然科学・工学を基礎とし、将来の医療産

業を担う人材を育成することを目的とした「医用情報科学科」を新設し
ています（2012年）。そこで、「医用情報科学科」の１期生であり、現在
は本学の大学院［情報科学研究科（博士前期課程）創造科学専攻（※
１）］で医用情報科学分野における最先端の学問を学んでいる河岡さ
んと原田さんに、医用情報科学科の魅力についてお話を伺いました。

―お２人が高校生の時、医用情報科学科に興味を持ったきっかけについて教
えてください。
【河岡さん】
広島市立大学の募集要項を取り寄せた時、医用情報科学科が新設されるとい
う案内書が同封されていました。それを見て、面白そうと思ったことがきっかけです。
新しい分野である医用情報にチャレンジしたいという思いがありました。
【原田さん】
高校生の時にテレビで、歯が抜けて話せなくなった方のために、舌の動きを感知
して言葉に変換する機器があることを知りました。それで、将来、自分も医療現場
で役に立つものをつくってみたいと思ったことがきっかけです。

―実際に入学（※２）してみていかがでしたか？
【原田さん】
１・２年生の時は、基礎的な講義や実験が多く、最初は何に役立つのかよく分か
りませんでしたが、勉強するならとことん探究するべきという考えがありますので、
授業はまじめに受けました。ただ、早期卒業制度（※３）を利用して、３年次で卒業
研究に着手してからは、それぞれの授業で学んだ基礎的なことが実際にどのよう
に役立つのか、徐々に分かるようになり、基礎を学ぶことの大切さを実感しました。

―医用情報科学科で学んでいて良かったと思うことについて教えてください。
【原田さん】
広島大学、広島工業大学、広島国際大学と広島市立大学が連携して実施してい
る「臨床情報医工学プログラム」があることです。医学・医工学・医療理工学の分
野の授業を、わざわざ他大学に出向かなくても遠隔講義システムを使って自分の
大学で受講することができます。
【河岡さん】
卒業研究を行う時に、名古屋大学で工学を専攻する大学院生と共同研究をした
ことが、貴重な体験になりました。大学そして分野を越えて、交流する機会があっ
たことも医用情報科学科で学んでいて良かったことと思っています。

―現在は「MEMS」（※４）について研究しているそうですね。
【原田さん】
はい、MEMSとは、高機能化、集積化、微細化を同時に実現する分野で、分かり
やすく例えて言うと、携帯電話の大きさは昔から変わらないのに、今では小さくて
賢い機械を携帯電話の中に組み込むことができるようになり、通話機能以外のさ
まざまなことができるようになっています。そんなイメージです。したがって、研究対
象は、MEMSの最初の頭文字「Ｍ（エム）」が意味するように、「MICRO（マイク
ロ）」なものになります。この技術を医療機器に活用した世界最先端の研究を
行っています。MEMSの国際会議で自分たちの研究が採択され、2015年6月に

はアラスカで研究発表をしてきました。
　
―どのような研究の発表だったので
すか？
【原田さん】
私が発表したのは、簡単に言うと、肺
の内部に挿入することが可能な非
常に小さなマイクロセンサーについ
てです。将来、このセンサーが実用
化されれば、肺内部での呼吸状態を
高精度に診断することが可能になり
ます。
【河岡さん】
私の方は、口元での空気の流れの
みで呼吸と心拍の両方のバイタルサ
インを計測するという研究です。例え
ば、全身大やけどを負い心電図計測
が難しい場合でも計測できるというメ
リットがあります。また、救命救急の場

でも役に立つと考えていま
す。口元の空気の流れの
みで複数の生体情報を検
出するということは、医用情
報科学科ならではのアプ
ローチだと思っています。

―国際会議参加者からの
評判も良かったそうですね。
【河岡さん】
一流の研究者が集まるこ
の国際会議で、多くの方が

自分の研究成果に関心を寄せてくれましたので、「新しいことにチャレンジしてい
るな」という実感が得られました。自分の研究に対して、「おもしろいね」と言われた
時には自信にもなりました。

―国際会議での研究発表で学んだことはどのようなことですか？
【原田さん】
初めての英語でのプレゼンテーションでした。時間をかけてスピーチ原稿を覚える
などの十分な準備をしたつもりでしたが、単語を覚えたり調べたりしておくだけでは
なく、自分が知っている単語を使って説明することができる英語力が必要だと痛
感しました。

―英語を学ぶ上で、大学での学びが役立ったことはありましたか？
【河岡さん】
国際学部の友人や先生に、発音について聞いたり文化について教えてもらった
りしました。
【原田さん】
ここの大学には留学生の方が大勢いるので、ベンチに座っている留学生に積極
的に話しかけてみたりしていました。それで、度胸がつきました（笑）。
　
―受験生にメッセージをお願いします。
【河岡さん】
自分の興味があることで大学を決めてほしいと思います。入学後は、学内のイベ
ントに参加したり、他大学に出向いていったりしながらいろいろな経験をして、自分
から視野を広げてください。
【原田さん】
「周りに流されないこと」で
すね。何かを「やりたい」と
思った時が人生の転機で
す。強い意志を持って、や
ると決めたらそれを最後ま
でやり通してほしいと思い
ます。

情報科学研究科（博士前期課程）創造科学専攻１年　河岡 秀宜さん
情報科学研究科（博士前期課程）創造科学専攻１年　原田 直明さん

かわおか　 ひでたか

  はらだ　　なおあき

河岡秀宜（かわおか・ひでたか）
情報科学研究科（博士前期課程）創造科学専攻１年。
医用ロボット研究室所属。
「2014年度情報科学部最優秀論文」受賞。
趣味はモトクロス。

原田直明（はらだ・なおあき）
情報科学研究科（博士前期課程）創造科学専攻１年。
医用ロボット研究室所属。
趣味はランニング。

「W.B.」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　企画・広報委員会
○E-mail：kikaku@office.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel：082-830-1666　○Fax：082-830-1656
「W.B.（WEST BREEZE）」のバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学
紹介」＞「大学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

おめでとうございます
■情報科学研究科の教員が「情報システム教育コンテスト」で受賞
2015年３月、情報科学研究科中山仁史助教が「情報システム教育コン
テスト（ISECON2014）」で「奨励賞」を受賞。

■情報科学研究科の学生が「日本音響学会研究発表会」で受賞
2015年３月、情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻２年
の宿南篤人さんが「日本音響学会2015年春季研究発表会」で「第11
回学生優秀発表賞」を受賞。

■情報科学研究科の学生が「情報処理学会全国大会」で受賞
2015年３月、情報科学研究科（博士前期課程）知能工学専攻１年の
酒井達弘さんが、「情報処理学会第77回全国大会」で「学生奨励賞」
を受賞。

■芸術学部の教員らが「春の院展」で受賞
2015年３月、「第70回春の院展」で芸術学部藁谷実教授と卒業生の
新生加奈さんが「奨励賞」を受賞。また、芸術学研究科（博士後期課程）
総合造形芸術専攻１年の南保茜さん、同３年の八橋有加さん、卒業生
の永田美里さんが入選。

■芸術学研究科の学生らが「京展」で入選
2015年５月、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻１年の平濱
あかりさんと、芸術学部卒業生の濱田佳苗さんが、「2015京展」の工芸
部門で入選。

■情報科学部の学生が「電子デバイス・回路・照明・システム関連教育・
　研究ワークショップ」で受賞
2015年５月、情報科学部情報工学科４年の胡濱良樹さんと米田浩貴さ
んが、「第1回電子デバイス・回路・照明・システム関連教育・研究ワーク
ショップ」で「最優秀賞」を受賞。

■芸術学研究科の学生らが「新県美展」で受賞
2015年６月、「第３回新県美展（第67回広島県美術展）」で、芸術学研
究科（博士前期課程）造形芸術専攻２年の高瀬安芸さんが「奨励賞」を
受賞。また、芸術学部デザイン工芸学科４年の梅田綾香さんが入選。　

※学年は受賞当時

市大ニュース
■本学学生が「サイバーセキュリティ・カレッジ in 広島」に協力
2015年２月、本学学生が「サイバーセキュリティ・カレッジ in 広島」で、
「サイト閲覧によるウイルス感染」のデモンストレーションおよび2014年
度の活動報告と意見発表等を行いました。

■第15回西風新都駅伝大会を開催
2015年３月、本学トライアスロン部が中心となって実施する「第15回西
風新都駅伝大会」が、本学校内および周辺で開催されました。今年は
55チーム、275選手が参加。競技後は地域住民と交流を深めました。

■入学式を挙行しました
2015年４月、本学講堂大ホールで入学式を挙行しました。式には学生、
教職員、保護者等約900名が出席しました。

■本学学生が学内での「春の交通安全運動キャンペーン」を企画
2015年５月、本学キャンパスで「春の交通安全運動キャンペーン」を実
施しました。当日は企画した学生が、自分たちで作成した交通事故防止を
訴えるチラシを配布しました。また、交通安全に関する体験グッズやパト
カー、白バイの展示もありました。

■2017年度の開設に向けて国際学生寮を整備します
本学の国際化およびグローバル人材育成施策の一環として、留学生と
日本人学生が共同生活を送る国際学生寮を整備します。ユニット型の居
室による寮では、留学生３人、日本人学生３人の計６人が１つのユニット
で生活するなど、教育的効果を高めるため、外国語や異文化理解の集
中教育等、寮でのさまざまな教育プログラムの実施を検討していく予定で
す。寮での共同生活を通じて、国際感覚を身に付けた知的でタフな人材
の育成が期待されます。

■学生表彰授賞式を実施
2015年５月、2014年度学長奨励賞を受賞した北瀬結香子さん（国際
学部４年）と行晃司さん（芸術学研究科博士前期課程２年）の授賞式を
開催しました。北瀬さんは2014年６月開催「第15回全日本学生ドイツ語
弁論大会」での１位受賞、行さんは「第３回美術新人賞デビュー2015」
でのグランプリ受賞が評価されました。

■広島赤十字・原爆病院賞の授賞式を実施
2015年５月、広島赤十字・原爆病院が本学芸術学部・研究科の学生の
卒業・修了作品１点に贈る、広島赤十字・原爆病院賞の表彰式が行わ
れました。４回目となる今回の受賞作品には、芸術学研究科（博士後期
課程）総合造形芸術専攻１年の大庭孝文さんの作品が選ばれました。

■米国大使館・総領事館インターンシップ参加報告会を実施
2015年６月、在日米国大使館（東京都）でのインターンシップに参加した
村本理沙さん（国際学部４年）と、在日米国総領事館（大阪府）でのイン
ターンシップに参加した高田陽一朗さん（国際学部３年）が、報告会を開
催しました。

■本学学生が「ごみゼロ・クリーンウォーク」に参加
2015年６月、広島市内で「ごみゼロ・クリーンウォーク」が実施されました。
本学学生479人を含む市民約6,500人は、市内11カ所の出発地点か
ら20のコースに分かれ、旧市民球場跡地のゴールまで歩きながら、道端
の清掃を行いました。

■カープアカデミー・インターンシップ参加報告会を実施
2015年６月、広島東洋カープ企業インターンシップに参加した大塚和美
さん（国際学部４年）による報告会を開催しました。大塚さんは昨年２月か
ら７月まで、ドミニカ共和国のカープアカデミーで識字教育や情報紙作成
などの業務に携わりました。

■2015年度特待生が決定
2015年度特待生に、学部２～４年生の各年次から、国際学部３名、情
報科学部５名、芸術学部２名、計30名の学生が選ばれました。特待生
制度では、成績優秀で、かつ他の学生の模範となる学生を表彰。副賞と
して奨学金が贈られます。

■ライブキャンパス2015開催
10月12日（月・祝）に、「ライブキャンパス2015」を開催します。「素顔の
いちだい編」と題して、広島市立大学の授業ってどんな授業だろうと思っ
ている高校生および保護者を主な対象として、広島市立大学の通常授
業を体験してもらいます。
お問い合わせ先：広島市立大学事務局企画室入試グループ
（電話：082-830-1503　E-mail：nyushi@office.hiroshima-cu.ac.jp）

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学  企画・広報委員会
発行日／2015年８月１日

自分たちの手で街を変えていく
～空き家再生への道～

10月１日（木）
10月１日（木）～14日（水）

10月12日（月・体育の日）

10月31日（土）・11月１日（日）
12月１日（火）

12月24日（木）～１月３日（日）
1月15日（金）

1月28日（木）・２月２日（火）
2月３日（水）～2月17日（水）
2月18日（木）～ 3月31日（木）

3月23日（水）

後期（10月１日～３月31日）
後期授業開始
後期履修手続期間

休日月曜日の授業実施日・
ライブキャンパス2015

大学祭
防火・防災訓練の日
冬季休業
センター試験準備のための授業休講
後期補講日
後期定期試験
学年末休業
卒業式

2015年度　学年暦

留学体験記クラブ紹介

語学学校のクラスメートと（右が徳田さん）

語学学校のクラスメートと（前列中央が川田さん）
寮のみんなと（前列右から５人目が杉原さん）

　私は、海外語学研修補助事業を利用して、１カ月間アメリカのカリ
フォルニア州サンフランシスコに行きました。
　語学学校では、レベル別の少人数クラスに分かれて授業を受けるた
め、その場で質問しやすくアットホームな雰囲気でした。特に私のクラス
では、先生が「より現地で使われる表現」を丁寧に教えてくれました。そ
のため、授業後などその後の日常生活で、学んだことをすぐに実践でき、
知識として身に付けやすかったと思います。
　また、私はこの研修に参加するにあたり、「現地で日本人と一切かか
わらない」と心に決めていました。恵まれた環境にいることを一瞬でも無
駄にしたくないと思っていたことと、自分の力だけでどれだけ成長できる
か試してみたいと思ったからです。楽しいこともたくさんありましたが、周
囲と自分の実力の差に心が折れることも多々ありました。しかし、その経
験があったからこそ、勉強に対するモチベーションを高く保つことができ
ましたし、知らないことを知るという楽しさを実感することができました。
　この研修で、さまざまな人生経験や考え方を持つたくさんの人たちと
出会えたこと、そして現地で生活する中で、自分の目で見て、実際に体
験して得られたことは、
今後の私の人生でか
けがえのない財産に
なっていくと思います。
この研修にかかわって
くださったすべての人
に感謝の気持ちで
いっぱいです。

　こんにちは！ 広島市立大学少林寺拳法部です。
　私たちは週３回、大学のトレーニングルームで活動しています。練
習では部員一人ひとりがそれぞれ目標を持ち、それを達成するため
に日々取り組んでいます。具体的には、昇級や昇段、大会、合宿、
健康増進、気分転換、人とのつながりなど多種多様です。しかし、自
分自身を高め（自己確立）、仲間と一緒に楽しむ（自他共楽）という
二つの大きな目標を部員のみんなが共通して持っており、それを達
成するために心を一つに頑張っています。
　また私自身、少林寺拳法部の練習や行事を通じて、部活の仲間
や監督の先生、OB・OGの方々に支えられ、充実した大学生活を送
らせていただけていると感じています。
　このように市大少林寺拳法部は、仲間と成長できるクラブだと思
います。

国際学部国際学科４年　徳田 智子
とくだ　　　 ともこ

国際学部国際学科１年　繁本 美歩
しげもと　　　みほ

情報科学部システム工学科３年　森田 拓哉
もりた　　　たくや

情報科学部情報工学科２年　杉原 聖信
すぎはら　  きよのぶ

　寮生活を始めて１年が経ち、２年目に入りました。最初の頃
は寮生活に慣れないかもしれないという不安を強く感じていま
した。しかし、さまざまな性格を持った個性的な人たちが多く、毎
日楽しく過ごせています。炊事場でみんなと自炊したり、管理
人さんが湯をためてくれるお風呂に入ったり、部屋で一緒に勉
強したり遊んだりするなど、いつも誰かと行動することが多いで
す。そのため、一人暮らしで感じる「寂しさ」がないと思います。
寮生活を通して、生活面での苦労や人間関係の大切さなど、
社会に出てから自分のためになる経験ができると感じていま
す。

〈少林寺拳法部〉

仲間と成長できる場所
～自己確立と自他共楽を目指して～

かけがえのない財産に

「寂しくない」寮生活 学生寮 　私は、ニュージーランド（以下「NZ」）のオークランドで４週間英語を学
びました。私が通った語学学校は、とても国際色豊かで、今まで出会っ
たことのない国の友達を多く作ることできました。クラスは２週間ごとの
テストでレベル分けされ、午前はリーディングとライティング、午後はリス
ニングとスピーキングの授業がありました。先生たちはとてもフレンドリー
で、楽しくそして分かりやすく英語を教えてくださいました。放課後は曜日
ごとにアクティビティがあり、タッチラグビーなどのスポーツや映画鑑賞
に参加しました。休日は友達と博物館や動物園に行ってNZの歴史や
自然に触れたり、映画「ロード・オブ・ザ・リング」のロケ地にも行ったりし
ました。
　今回の語学研修は私にとって初めての海外経験であったため、行く
前は不安なことばかりでした。しかし実際に現地で暮らしてみると、友達
や先生、そしてホストファミリーのおかげで毎日が楽しく、とても充実した
日 を々送ることができました。NZでできた友達とは今でも交流があり、実
際に再会も果たしました。NZに行かなければ出会うことがなかったであ
ろう彼らとの出会いは、私にとって一生の宝物です。
　私が今回の研修で
学んだことは、「共通
語としての英語」の重
要さです。これからも
研修で身に付けた英
語を使って多くの外国
人とコミュニケーション
をとり、そして良い関係
を築いていきたいと思
います。

国際学部国際学科３年　川田 亜美
かわた　　  あみ

「共通語としての英語」の重要さ

（※１）2016年４月に「医用情報科学専攻」へ名称を変更予定。
（※２）情報科学部の募集は学部一括で行い、学科への配属は２年次開始時に行われる。
（※３）情報科学部において、３年以上在学し、学部が定める卒業単位を優秀な成績で修得

し、かつ、学生本人が希望した場合には、４年未満の在学で卒業できる制度。河岡さん
と原田さんはともに早期卒業を果たし、大学院に進学。

（※４）MEMS（メムス、Micro Electro Mechanical Systems；微小電気機械システムの
略）
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